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Posircaiusis oneofthe white－l・Ot fungiwhichattack both celluloseandthelignln  

fractions of wood．  

The fungigrows on dead tree trunks andbranchesinnature． Fosirealushasnot  
beenstⅥdied throughly andliteraturescontainlittlcinformation onitsphysiologyalld  

metabolism．   

Thepurpose ofthe presentpapel’istodescribetheresultsofanattemptofgrowing  

jlostrealus with syntheticand senllSyntheticmedia．  
jlostreaius showed a omnivorous behaviorin thc11tilization of carbon source and  

WaSabletogrowsatisfactorilywith many kindsofcarbohydrates．（Table2）   

OrganicnitrogensourcesweremoreeffcctiveonthemaximalgrowthofP  

than jnorganic nitrogensources．（Table．3）   

AsparaglneaS nitrogen sourcewasmostsuitableamongotheramjnoacids tested．  
（Table4）   

Thiamine was required forgrowthand fruiting，anditssuitableconcentrationwas  

approx．100jLg／1．（Table5）  

The optimalinitialprr of the mediumis neutralto weak acid．（Table7）  

緒  

ヒラタケほ自然界では，枯木の幹や技上に発生し，自席を示す腐朽歯であって，樹木のセルロー  

ズとリグニンを共に消費する，傘は扇型をなし側方に短い茎があり群生する，その形が牡威の穀に  

似ているのでOyster mushroom と称される，これを人工培養すると一般に傘は茎に直生し，シ  

メジに類似するため近年各地で栽培が盛になりつつある．しかし形態発生や物質代謝の機構につい  

ては未だ究明されていない，今後各種の担子菌の培養法を開発する上からも極めて重要なことと思  

われるので，本戦でほ，ヒラタケの栄養要求について液体静置培養法により基礎的な実験を試み，  

2，3の知見を得たので報告する．  
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実  験  方  法  

1 供試菌および接種   

飽zJrOれば〃ぶ汁g♂ね昔（舟，）Q〟gJを使用した，供試菌は麦芽エキス（2％）寒天培地を用い，270  

C．，1週間培養した栄養菌糸を2y2×2mmの寒天片に無菌的に切りとり接種した・   
2 培地および培養   

培養法はTablelに示した培地組成を基礎培地とし実験日的により，それぞれ物質を添加し，  

20mlを100mlのフラスコに分注し120亡Cで15分間加圧殺菌した．種菌接種後27OCにて10日間  

培養をおこなった．  

Tablel Basalmedium＊  

Glucose  20g．，  PeptoT）e  2g・，   KH望PO－1   0・5g・・  

MgSO4・7H20  0．5g■，  CaCl已  0・1g・・   ZnS01・7HO o・3mg・，  

FeSO4．7Ⅰも0  0．15mg．．   CuSO4．5H巳0  0．05mg・．  

11nSOl．5H20  0．05Il咽り  （NH4）¢入・Io70＝4．H20 0．02mg・．  

Thiamine．HC1 0．51†】g．．   

＊DissoIvedindistilled waterand thesolution was made uptolOOO ml．  

3 菌糸と子実体の測定   

菌糸および子実体収量は培養容器当りの乾物重量で示した・即ち菌糸又は子実体を100ml以上  

の兼留水で洗慈し，両者を分離後100CCで18時間乾燥恒量とし測定した，各値は3本当りの平均  

値をもって示した．又二列並行しておこない，前後に多少の変動を認めたが，その條向は変らず，  

同一のパターンを示した．  

実  験  結  果  

1 炭素源の影響   

各種炭素原の効果を調べるため，基本培地のグルコースの代りに，Tablc2に示す各種の炭素源  

を添加した，籍果はマンノース，澱軌グルコースを速やかに利用して菌糸の生育はすぐれていた．  

しかしキシロース，アラピノース等の5炭糖類による栄養生長は劣った．   

2 炭素源濃度の影響   

炭素療の濃度効果を知るため，培地にグルコース，マンノースおよび澱粉をそれぞれ0．5～8％の   

初発濃皮で添加して培養した結果はFig．1に示すように．菌糸の生育は炭水化物の洩虔ととも  

に増加し，最適濃度をこえると減少する傾向を示した．   

各炭水化物間で最適濃度はグルコースが低く，分子量に比例して高くなった．澱粉では8％の高  

温虔でも生育は旺盛である．10日間培養した菌糸を更に20酎乱 20UCで培養を継続すると各炭素  

源共に濃度1％以下の培地では子実体の形成を示した．このことから子実体の形成は炭素源の高濃  
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Table2 Effect of some carbon sources  

On Vegetative growth  

12 3 4 5 6 7 8  

C8rbohydr（】†e conc．（％）   

FtglThe response of growth to  

Carbohydrateconcentration  

●glucose O maltose  

X starCh  

Medium：Basalmediumin which glucose  

is replaced with other carbo－  

hydratcsindicated．  

皮では阻害されることを認めた．   

3 窒素源の影響   

ペプトンの代りに菌の培養に常用されている各種の窒素化合物を基礎培地に添加してその効果を  

比較した．窒素濃度は0．1gN／Lとした，その結果はTable3に示した，菌糸の生育はカザミノ  

酸，アスパラギンなどの有織豊素泰が適しており，アンモニウム塩がこれに続き，硝較塩は栄養生  

長に不適であった．A邸r血∫如頭∂r〟∫1）の窒素要求性とも全く一致した・   

4 窒素源濃度の影響   

菌糸の生育とC／N比との閉に栂渕関係が見られることは一般に知られている・ここでは基礎培  

Table3 Effect of some nitrogcn soul．CeS  
On Vegetativegrowth  

NitrogenSource  
（0．1gN／L）  

Drv wt．of加Iyceli11nl  
111g／20ml  
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peptone  

casamino acid  

ammonium tartarate  

（封H4）望SO4  

NH4CI  

NHヰNOユ  

K_N03 

Ca（NO3）ヱ  

nitrogen free  

125．9  

145．6  

84．6  

47．3  

45，4  

43．7  

21．5  

12．2  

10．3  

50  

0．1  0．5  l．O  
Nけrogen conc．（％）  

Fig．2 The response ofgTOWth to  
nitrogenconcentration  

●peptone O（NH4）2NO3   

Medium；Basalmediumin which peptoneis  
replaced withsubstancesindicated．  

－336－  



地の炭素源を一定として，ペプトン量を0．025～2．0％の初発濃度で培養した．同時に硝酸アンモン  

と比較した，結果はFig．2に示した・ペプトンを用いた時菌糸量は0．2％添加までは濃度と平例し  

て急速に増加し，その後も漸増を示した．このことば高濃度ではペプトンが炭素源としても利用さ  

れていることを意味する．硝酸アンモンでは0．05％で最高に達し，これより濃度が高くなると硝酸  

塩による発育阻害作用が顕著となり菌糸の生育は低下した．   

5 アミノ酸類の窒素源としての影響   

窒素源として有機態窒素が菌糸の生育に適することを認めたので，数種のアミノ酸についてその  

効果を調べた結果をTable4に示した．培地の初発pHは6．2に調整した・   

アスパラギンはペプトンやカザミノ酸の複合有機窒素の効果と一致した．その他，セリン，ロイ  

シン，アラニン，アルギニン，グリシン等は菌糸の栄養生長に適するアミノ酸であることを知っ  

た．これに対して二塩基酸のアスパラギン酸やグルタミン酸は最終pHが低下し菌糸の生育を阻害  

した．  

Table4 Effect of some amino acidson  Table 5 Effect of different thiamine 

Vegetative growth  COnCentration on vegetative  
growth  

Drywt．of  
MyceliumFinalpH  
mg／20ml  

Nitrogen Source   

（0．2gN／L）  
ThiamineconcentrationDry wt．of mycelium  

mg／20ml  

L－aSparaglne  

Lrserine  

Lpleucine  

L－alanine  

L－arglnine HCl  

glyclne  

Lrphenylalanine  

LFmethionine  

L－aSpartic acid  

L－prOline  

Lnglutamic acid  
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 134．9  

121．1  

134．1  

109．3  

116．2  

88．4  

83．8  

81．8  

50．4  

Medium：Basalmediumin which thiamine  

COnCentrationis varied．   

6 サイアミン濃度の影響   

サイアミンはPostreatusにおける必須生育因子であることばBLOCKS．S．ら2）によって報告さ  

れている・ここでも同様の結果を得たがTable5に示すようにサイアミンの最適濃度は100pg／L  

であると考えられるが，低濃度でも菌糸の生育に支障なく無添加の培地にも生育出来た．これは  

“inoculum”中のサイアミンによるものと思われる．一方過剰添加による生育の阻害は認められな  

かった．   

7 その他のどタミンの影響   

サイアミン1mg／1を添加した基礎培地に各種ビタミンを添加したが，Table6のようにその効  

果は認められなかった．  
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届i  

Table 6 Effect of some vitamins on Table7 Effect ofpH onvegetativegrowth  
Vegetative growth  

Dry wt．of  
mycelium  
mg／20ml  

Vitamins Added   

（mg／L）  

thiaminel＋  

〝  biotin  O．01  

〝  nlaCln  O．3  

〝  pyridoxine  O．5  

〝   pantOthenic acid O．5  

〝  riboflavin  O．5  

127．3  

134．9  

136．4  

114．0  

123．5  

136．1  

■
且
蟄
 
 
 

Medium：Basalmedium．Inc11bated at270C  

forlO days．  

初発pⅡの影響   

栄養生長における初発pHの影響を調べるため，基礎培地のPHを3．5～7．0に調整し培養した  

結果はTable7に示すように，かなり広いpH域で生育出来た，pH3．5以下では生育は非常に  

遅れ，生育に対するpHの下限は3附近と思われた・   

9 栄養生育中の培地組成の変化   

培養初期から菌糸は急速に増殖しFig．3に示すように，15日目に菌糸生育は最大に達する・こ  

の間培地中のグルコース，窒素は消費され，pHほ7日目に最低値を示すが，その後上昇する・菌  

糸が充分増殖した15日目に15士50Cの室温に保つと接種後32日目に子実休の発生を見る（Fig．4  
l  

写真）  
l  

このように菌糸の充分な生育は子実体形成のための養分の蓄積にあると考えられる・  

2  6 】O 15  32  

Time（doys）  

Fig・3慧認諾ニ£gluco竺琴半tOgen  
O glucose ●nitrogen  

On a Synthetic medium  
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Table8 Effect of some carbon sources on fruiting   

Medium：Basalmediumin whichglucoseisreplaced with other carbohydratcsindicated・  

10 炭素源の子実体形成におよぽす影響   

基礎培地の炭素源長各種の炭水化物1％又ほ0．5％に代えて10日間270Cで培養したた後，24日  

間15±5OCに放置して発生する子実体最はTable8に示すように，子実体形成のための炭素常の  

初発濃度は1％が適していた・   

適した炭素源は讃糖，果糖，セルローズであり，セルローズは2％濃度でも子実体形成が旺盛で  

あった，穀終pHが7以上に上昇した培地でほ子実体の形成は起きず，子実休形成は酸性填で行わ  

れることを認めた．  

要   

且膵加血血の栄養要求について基礎的な実験を行い，次の結果を得た・   

炭素源として5炭糖以外の糖類およびセルローズ，澱粉等の炭水化物をよく利用した・窒素涼と  

しては有織態窒素が最も適し，アンモニウム塩，硝酸塩は不適であった・菌糸生育に対する炭素諒  

の段通濃度はグルコースでは4％であるが，分子量に比例して高くなる傾向を示した・   

アミノ酸を窒素源として用いた時，アスパラギンが最も適した・   

サイ了ミンは必須生育因子であり100噌几附近が適当であったが，他のビタミンの効果は認め  

られなかった．生育に対する最適初発pHは6．0－6■5であった・  

子葉体形成に適した炭射は，庶糖，果糖，セルローズであった・子実休形成は菌休の充分な生  

育により養分を蓄積し更に培地の物理的化学的環境が適した後に始まるものと推論された・   

本研究を行うに当たって終始有益なご教示を脇わった高橋善次郎先生に深く感謝の意を表する・  
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